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テーマ 担当講師 主な内容 ファシリテーター（センター担当者）
表2　セッション3  参加型セッションの各テーマと内容
勝間特定助教
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5. 高等教育研究開発推進センターウェブサイト
　京都大学高等教育研究開発推進センターのウェブサイトが2017年度に完了し、本年度から本格的に始導しました。当サイトのクリエ
イティブコンセプトを「RE：EDit（リエディ）」とし、編集を軸にした情報発信、メディアのようなサイトを目指しています。
　当ウェブサイトの特徴としては、教員の抱える悩みや教育改善の工夫などを集約し、より双方向的なものにしたいと考え、①必要な人
に必要な情報を届けるための情報設計、②発信した情報を元に、教員との交流を促しPDCAを回す仕組みを構築することが挙げられま
す。日本語サイトと同様の英語サイトも公開しており、京都大学の教員だけでなく、国内外の教育関係者にも広く見てもらうことができる
ようにしております。
　2020年1月現在で、ユーザー数は21,611名（2017年は15,925名、2018年度は23,567名）、ページビュー数は51,598（2017年
56,531、2018年63,537）で、ともに昨年度より減少傾向にあります。しかしながら、ページビュー数の内訳（表1）を見ると、「カリキュラ
ムデザイン」、「授業のデザイン・方法」、「教育アセスメント」、「スタッフ紹介」など特定のページについては閲覧数が増加していました。な
お、2019年度のユーザー数の推移（図1）を見ると9月に実施された「ASAGAOメーリングリスト」のリニューアルを境に9月から10月に
かけてユーザー数が増加していました。
　今後も京都大学の教員のみなさんが、オリジナルの教育手法について考える上でのきっかけとなるような情報を発信したり、また授業
構成を考えるヒントを探す上で有益なベテラン教員のインタビュー記事を掲載したり、現代日本の高等教育について考えるフォーラム等
の情報が見えるようなサイトとして、活用していただけるよう、アップデートしていく予定です。ぜひ、当ウェブサイトを訪ねていただき、ご質
問やご要望、情報提供などいただけると幸いです。
（岡本 雅子・山田 剛史）
2019年度
ページ名
トップページ
ASAGAOメーリングリスト
カリキュラムデザイン
授業のデザイン・方法
教育アセスメント
スタッフ紹介
高等教育学コ スー
京都大学のFD
教育・学習へのICT活用
出版・刊行物
ページビュー数
8,295
5,521
4,992
4,291
3,507
2,885
1,747
1,477
1,198
1,150
2018年度
ページ名
トップページ
スタッフ紹介
授業のデザイン・方法
教育アセスメント
カリキュラムデザイン
組織概要
出版・刊行物
教育・学習へのICT活用
イベント
「第24回大学教育研究
フォーラム」（2018.3.20-21）
開催のお知らせ
11,952
2,233
1,784
1,604
1,582
1,477
1,395
1,224
1,218
1,218
ページビュー数
表 1　2019年度ページビュー数（全ページ）
図 1　2019年度ユーザー数の推移
